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検 収 細 則�

 平成 ��年 �月 �日�

�

１ 検収責任者は総務課長とし、総務課長に支障があるとき（総務課長が事業

担当者の場合を含む。）は、事務局長とする。�

２ 検収に当たっては、事業担当者は、別紙の検収依頼簿に所要の事項を記入

して、納入物を添えて総務課長に申請する。�

３ 検収すべきものが遠方にある場合（たとえば名古屋での展示会場の工事）

その他総務課長に納入物を示すことが出来ない場合は、事業担当者は２の検

収依頼簿にデジタルカメラの映像その他納入物を確認できる証拠を添えて総

務課長に検収を申請する。�

４ 総務課長は、納入物の検収をしたときは、支払決議書に検収印を捺印する

とともに、検収簿（別紙）に登録する。�
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（注）検収物の対象は、物品の購入、成果物の納入のあるもので、５万円以上のものとする。別途、検収命令簿により検収者が発令されているものは

除く。�


